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　　支給申請は正しく行ってください。

（一般教育訓練給付金版）

偽りの記載をして提出した場合には、教育訓練給付
　金及び教育訓練支給給付金を受けることができなくなるばかりでなく、不正に受給した金
　額の返還と更にそれに加えて返還額の２倍の金額の納付を命ぜられ、また、刑罰に処せら
　れることがあります。なお、不正の行為があるにもかかわらず、教育訓練給付金の支給申
　請に係る公共職業安定所の調査・質問に虚偽の陳述をした場合は納付命令の対象となるこ
　とがあります。また、不正に係る受講開始日前の被保険者であった期間はなかったものと
　みなされるので、以後一定期間は他の教育訓練受講についても教育訓練給付金を受けるこ
　とができなくなります。教育訓練支援給付金は要件を満たさなくなるので、支給を受ける
　ことができなくなります。

　　「教育訓練給付金（第101条の２の７第１号及び第２号関係）支給申請書」⑩欄の教育
　訓練経費とは、申請者自らが指定教育訓練実施者に対して支払った入学料及び受講料の合
　計をいい、検定試験の受講料、受講に当たって必ずしも必要とされない補助教材費、教育
　訓練の補講費、指定教育訓練実施者が実施する各種行事参加に係る費用、学債等将来受講者
　に対して現金還付が予定されている費用、受講のための交通費、パソコン等器材の費用、
　クレジット会社に対する手数料、支給申請時点での未納の額等については含まれません。
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